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一般会計予算質疑

建
築
物
の
耐
震
性
が
重
要
で
あ
り
、
市
全
体

で
耐
震
化
、
強
靭
化
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
市
内
建
築
物
の
耐

震
化
目
標
は
、
平
成
27
年
度
末
で
９
割
で
あ

る
が
、
今
後
、
ど
れ
ぐ
ら
い
耐
震
化
が
必
要

で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
所
有
の
建
築
物
の

耐
震
化
率
と
そ
の
目
標
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

市
内
に
お
け
る
平
成
24
年
度
末
の
耐

震
化
率
は
、
住
宅
は
80
．
４
％
、
特

定
建
築
物
は
80
．
１
％
と
推
計
し
て
お
り
、

目
標
達
成
に
は
、
今
後
、
住
宅
は
約
５
千
300

戸
、
特
定
建
築
物
は
約
150
戸
の
耐
震
化
が
必

要
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
所
有
の
建

築
物
に
つ
い
て
は
、
学
校
校
舎
の
耐
震
化
が

完
了
し
、
現
在
91
％
で
あ
り
、
早
期
に
100
％

に
達
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

一
般
会
計
予
算
質
疑
を
３
月
７
日
、
10
日
、

11
日
、
12
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
疑
の

一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報
ル
ー

ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。︵
い
ず

れ
も
５
月
中
旬
予
定
︶

一
般
会
計  

　
　 

質
疑

予
算

　
日
本
維
新
の
会
・
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
山
崎　
明
彦

（
仮
称
）
い
き
い
き
交
流
広
場
事
業

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
高
齢
者
の

居
場
所
や
生
き
が
い
づ
く
り
等
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。
現
在
、
実
施
主
体
等
の
指

針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
の
開
始
に
当

た
っ
て
は
、
柔
軟
な
基
準
の
適
用
が
必
要
で

は
な
い
か
。

本
事
業
の
実
施
基
準
は
、
現
行
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
実
態
を
考
慮
し
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
等
が
、
地
域
に
お
け
る
社
会

 

い
き
い
き
交
流
広
場
の
内
容
は

問答

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
辰
見　
　
登

市
債
残
高
は
２
年
後
に
約
660
億
円
、

公
債
費
は
平
成
35
年
度
頃
に
約
60
億

円
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
現
在
、
立
命
館
大
学
開
学
関
連
等
の
大

型
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
市

民
会
館
の
建
て
替
え
等
も
見
込
ま
れ
る
中

で
、
危
機
管
理
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
中
長

期
の
財
政
見
通
し
を
基
礎
と
し
た
財
政
運
営

が
必
要
で
は
な
い
か
。

中
長
期
の
財
政
見
通
し
は
、
将
来
に

わ
た
る
財
政
の
健
全
性
に
根
差
し
た

行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
基
本
と
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
見
込
ま
れ

る
事
業
の
規
模
や
時
期
等
を
検
討
し
、
事
業

の
見
直
し
等
を
行
い
、
財
政
の
健
全
性
を
維

持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
手
立
て
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
収
支
不
足

を
来
す
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

 

将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営
を

問答
　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村　
卓
司

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

は
、
と
り
わ
け
緊
急
輸
送
路
沿
道
の

 

緊
急
輸
送
路
沿
道
の
耐
震
化
を

問

答
　
民
主
み
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
中
村　
信
彦

障
害
者
権
利
条
約
は
、
平
成
26
年
２

月
か
ら
効
力
が
発
生
し
、
条
約
の

中
で
義
務
付
け
ら
れ
た
合
理
的
配
慮
は
、
国

内
法
で
も
基
本
と
な
る
べ
き
も
の
と
考
え
る

が
、
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
の
合
理

的
配
慮
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
。

合
理
的
配
慮
と
は
、
障
害
者
が
日
常

生
活
等
に
お
け
る
社
会
的
障
壁
を
取

り
除
く
た
め
に
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
て
行

 

障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
と
は

問答

的
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
設
定

し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
モ
デ
ル
事
業
の

基
準
の
効
果
や
利
用
状
況
な
ど
の
検
証
を
踏

ま
え
、
平
成
27
年
度
か
ら
本
格
的
な
運
用
が

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。
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を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。選

定
委
員
は
、
市
教
育
委
員
会
事
務

局
職
員
、
校
長
、
教
員
、
保
護
者
の

中
か
ら
、
調
査
員
は
、
市
教
育
研
究
会
の
部

長
、
各
学
校
の
主
席
教
諭
等
の
中
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
経
験
年
数
や
専
門
教
科
の
バ
ラ
ン

ス
、
年
齢
等
を
考
慮
し
、
教
育
委
員
会
会
議

で
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
採
択
に
関
す
る

情
報
は
、
採
択
期
間
終
了
後
に
、
情
報
ル
ー

ム
で
公
開
し
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
し
て

い
く
。

多
様
な
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若

者
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て

い
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
る
若

者
へ
の
支
援
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず

は
、
全
て
の
支
援
の
入
り
口
と
な
る
相
談
窓

口
の
設
置
に
つ
い
て
、
府
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
、
政
策
推
進
会
議
の
教
育
・
子
育
て

専
門
部
会
で
検
討
し
て
い
く
。

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
米
川　
勝
利

ひ
き
こ
も
り
や
保
護
観
察
が
終
了
し

た
な
ど
、
社
会
と
の
接
点
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
多
様
な
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
・

若
者
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

そ
う
し
た
子
ど
も
・
若
者
の
支
援
の
入
り
口

と
し
て
、
相
談
・
専
門
機
関
紹
介
機
能
等
の

あ
る
相
談
窓
口
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

 

問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
の
支
援
を

問

答
　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
篠
原　
一
代

増
え
続
け
て
い
る
高
齢
者
の
認
知
症

は
、
早
期
対
応
の
遅
れ
か
ら
、
症
状

が
悪
化
し
、
長
期
入
院
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

対
策
と
し
て
、
国
は
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る

家
庭
を
訪
問
し
、
適
切
な
診
断
や
支
援
を
行

う
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
配
置

や
、
医
療
や
介
護
等
の
支
援
機
関
を
つ
な
ぐ

役
割
を
担
う
地
域
支
援
推
進
員
の
拡
大
を
図

る
方
針
だ
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に

つ
い
て
は
、
市
医
師
会
で
か
か
り
つ

け
医
の
認
知
症
対
応
力
向
上
や
早
期
発
見
た

め
の
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
。
国
が
行
う
集
中
支
援
チ
ー
ム
は

早
期
か
ら
の
診
断
や
対
応
に
お
い
て
効
果
的

で
あ
り
、
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
踏
ま
え
、

対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、
支
援
推
進
員
の
増

員
は
、
効
果
及
び
費
用
負
担
の
面
か
ら
検
討

し
て
い
く
。

 
高
齢
者
の
認
知
症
対
策
は

問答

　
日
本
維
新
の
会
・
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川　
浩

平
成
26
年
度
は
、
４
年
に
１
度
の
小

学
校
教
科
書
採
択
の
年
で
あ
る
が
、

教
育
委
員
会
か
ら
教
科
書
採
択
に
関
す
る
調

査
・
研
究
を
諮
問
さ
れ
る
選
定
委
員
会
の
委

員
や
調
査
員
は
、
ど
の
よ
う
に
選
出
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
教
科
書
採
択
に
関
す
る
情
報

 

教
科
書
の
採
択
過
程
の
公
開
を

問

答

わ
れ
る
配
慮
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
行

政
と
し
て
配
慮
す
べ
き
課
題
で
あ
る
の
で
、

本
市
と
し
て
も
、
合
理
的
配
慮
を
踏
ま
え
た

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
障
害
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
福
丸　
孝
之

偏
差
値
偏
重
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

学
校
教
育
現
場
で
は
、
数
値
化
で

き
な
い
、
人
や
も
の
に
対
す
る
思
い
や
り
と

い
っ
た
﹁
徳
﹂
の
力
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
と
考
え
る
が
、
本
市
の
認
識
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
今
後
の
展
開
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

思
い
や
り
な
ど
、
道
徳
心
を
育
て
る

こ
と
は
、
人
格
の
完
成
を
目
指
す
教

育
の
基
盤
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、﹁
茨
木
っ
子
プ
ラ
ン
﹂
で
、
子
ど
も
た

 

徳
の
力
を
は
ぐ
く
む
教
育
を

問答

ち
の
心
情
や
態
度
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
指

し
た
結
果
、
意
識
の
面
で
成
果
が
出
て
い
る
。

今
後
、﹁
茨
木
っ
子
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
プ
ラ

ン
28
﹂
の
中
で
、
豊
か
な
人
間
性
と
実
践
力

を
育
成
し
な
が
ら
、
思
い
や
り
や
規
範
意
識

な
ど
に
つ
い
て
、
継
続
性
あ
る
指
導
を
進
め

て
い
く
。
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ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
審
議
会
は

指
針
で
会
議
録
を
作
成
さ
せ
て
い
る
が
、
政

策
推
進
に
関
わ
る
庁
議
、
調
整
会
議
、
総
括

部
会
、
専
門
部
会
は
、
き
ち
ん
と
し
た
会
議

録
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。
会
議
録
の
公
開
、

動
画
で
の
配
信
も
含
め
て
、
情
報
を
公
開
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
会
議
結
果
の
報
告
も

口
頭
中
心
か
ら
庁
内
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
全

職
員
の
情
報
共
有
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

庁
議
等
の
会
議
録
は
、
市
内
部
の
意

思
決
定
過
程
の
情
報
で
あ
る
た
め
、

慎
重
に
検
討
を
行
い
、
平
成
26
年
度
の
公
開

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
公
開
に
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
動

画
配
信
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
職
員
へ

判
断
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
検
討
内
容

と
、
運
営
形
態
は
直
営
が
適
し
て
い
る
と
す

る
理
由
は
何
か
。

図
書
館
運
営
に
つ
い
て
は
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
指
針
に
基
づ
き
、
効
果

的
で
効
率
的
な
運
営
形
態
を
検
討
し
た
。
そ

の
結
果
、
教
育
機
関
等
と
の
連
携
・
協
力
、

一
貫
し
た
方
針
の
も
と
、
継
続
し
た
蔵
書
構

成
や
資
料
・
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性

等
を
考
慮
し
た
結
果
、
運
営
形
態
を
変
え
ず
、

開
館
時
間
の
延
長
等
を
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
っ
た
。

　
民
主
み
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
田
中　
総
司

策
定
予
定
の
公
契
約
に
関
す
る
指
針

に
お
い
て
、﹁
雇
用
環
境
の
安
定
﹂

と
﹁
業
務
品
質
の
向
上
﹂
を
内
容
と
し
て
い

る
理
由
及
び
最
低
制
限
価
格
導
入
予
定
の
業

務
委
託
の
範
囲
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
策
定
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

公
契
約
に
携
わ
る
労
働
者
の
労
働
条

件
の
確
保
な
ど
、
雇
用
環
境
の
安

定
化
を
図
る
こ
と
が
、
業
務
の
品
質
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、
指
針
の
内
容

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
最
低
制
限
価

格
を
導
入
す
る
業
務
委
託
は
、
人
件
費
の
割

合
が
大
き
い
も
の
に
つ
い
て
検
討
し
実
施
す

る
。
こ
の
指
針
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度

に
策
定
し
、
可
能
な
方
策
か
ら
順
次
実
施
し

て
い
き
た
い
。

 

公
契
約
に
関
す
る
指
針
の
内
容
は

問答
　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
大
嶺　
さ
や
か

図
書
館
運
営
の
あ
り
方
に
関
し
て
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
に
検
討
し
、
導
入
は
困
難
と

 

図
書
館
の
運
営
形
態
の
あ
り
方
は

問

答
　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
山
下　
慶
喜

全
国
的
に
庁
議
等
の
市
内
部
の
情
報

公
開
が
進
み
、
会
議
録
や
動
画
を

 

庁
議
な
ど
市
情
報
の
公
開
促
進
を

問

答

請願・陳情とは？

市議会では、市政に関
する市民の皆様の要望や意
見を、請願書、陳情書の形で受理してい
ます。
　議員の紹介のあるものを請願、ないも
のを陳情と呼んでいます。
　請願は、本会議において、所管の常任
委員会に審査を付託し、最終本会議にお
いて、採択・不採択等を決定し、その結
果を提出者に通知します。
　なお陳情は委員会で審査
を行いませんが、写しを全
議員に配布しています。

Ｑ．

Ａ．

ＱＡ

の
周
知
は
、
庁
内
ネ
ッ
ト
も
利
用
し
て
、
情

報
共
有
に
努
め
て
い
く
。

合同庁舎内にある中条図書館 （東中条町）

市議会の ＆
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市
議
会

だ
よ
り

一般会計予算質疑

災
害
時
に
は
近
所
の
助
け
合
い
、
支

え
合
い
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
価
値

観
や
生
活
環
境
の
多
様
化
に
よ
り
、
自
治
会

の
加
入
率
は
下
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
活

動
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
自
治
会
に
対

し
、
表
彰
や
奨
励
金
等
を
創
設
す
る
こ
と
や

自
治
会
加
入
率
日
本
一
を
め
ざ
し
て
、﹁
自

治
会
加
入
促
進
都
市
宣
言
﹂
を
宣
言
し
、
懸

垂
幕
を
公
共
施
設
に
掲
示
し
て
は
ど
う
か
。

自
治
会
加
入
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

転
入
者
へ
の
周
知
や
住
宅
開
発
時
に

業
者
を
通
じ
て
呼
び
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い

る
が
、
平
成
26
年
度
は
、
さ
ら
に
積
極
的
な

取
り
組
み
と
し
て
﹁
自
治
会
加
入
促
進
月
間
﹂

を
設
定
し
、
広
報
誌
や
チ
ラ
シ
で
加
入
の
必

要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
ま
た
、
懸
垂
幕
に

る
さ
と
納
税
に
対
す
る
お
礼
に
特
産
品
を
贈

答
す
る
な
ど
、
全
国
的
に
売
り
出
し
、
ま
ち

の
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
機
会
と
し
て
は
ど

う
か
。

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
や
竜
王

山
荘
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り

市
外
か
ら
の
受
け
入
れ
に
も
対
応
す
る
と
と

も
に
、
山
間
部
の
自
然
環
境
の
良
さ
を
い
か

し
た
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
お
礼
に
つ
い
て
は
、
感
謝
の
意
を
伝

え
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
魅

力
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
工
夫
を
し
て
い
き
た

い
。

　
日
本
維
新
の
会
・
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
大
野　
幾
子

災
害
時
に
お
い
て
、
大
量
に
届
け
ら

れ
る
救
援
物
資
を
管
理
す
る
こ
と

や
、
避
難
所
の
状
況
を
素
早
く
把
握
し
、
必

要
な
も
の
が
必
要
な
方
に
円
滑
に
届
く
体
制

の
こ
と
を
﹁
受
援
力
﹂
と
い
う
が
、
本
市
で

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

災
害
時
の
避
難
所
運
営
は
、
厳
し
い

状
況
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
女
性
や

子
ど
も
、
高
齢
者
等
へ
の
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
、

救
援
物
資
の
仕
分
け
や
分
配
方
法
な
ど
、
避

難
所
運
営
の
具
体
的
な
内
容
を
事
前
に
決
め

て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
現
在
、
作
成
中
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
案
の
中
で
も
、
受
援
力
を
高
め
る
内
容

は
記
載
し
て
い
き
た
い
。

 

受
援
力
へ
の
取
り
組
み
は

問答
　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
坂
口　
康
博

本
市
に
は
他
市
に
誇
れ
る
施
設
と
し

て
、
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
、

竜
王
山
荘
及
び
図
書
館
が
あ
る
が
、
市
外
か

ら
の
利
用
者
を
増
や
す
た
め
、
利
便
性
や
快

適
性
を
向
上
さ
せ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
ふ

 

魅
力
あ
ふ
れ
る
茨
木
市
に

問

答
　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田　
嘉
夫

 

自
治
会
の
加
入
促
進
を

問

答
平成25年度補正予算を可決
　平成 25年度３月補正予算が可決されました。
　なお、採決状況については、12ページをご参照ください。

　●一般会計補正予算（第３号）
　　　　　　1,331,558 千円を追加し、84,716,823 千円

　●財産区特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　59,910 千円を追加し、5,591,945 千円

　●国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　262,946 千円を追加し、29,072,919 千円

　●後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　3,823 千円を追加し、3,052,633 千円

　●介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　465,101 千円を追加し、14,382,683 千円

　●公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　　　　　　144,899 千円を減額し、8,185,145 千円

　●水道事業会計補正予算（第１号）
　　　　　　264,435 千円を減額し、7,916,144 千円

つ
い
て
は
、
先
進
事
例
を
調
査
、
研
究
し
て

い
く
。

竜王山荘 （大字忍頂寺）
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